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― 午前 10時 14分開会 ― 

 

○白方 仁事務局長 ただいまから議長選挙に係る所信表明会を開催いたします。 

 失礼して着座にて進行させていただきます。 

 所信の概要のとおり、大塚議員から所信表明の申出がありました。 

 この際、申し上げます。 

 申合せにより、所信表明に対しては、何人も拍手、その他の方法により賛意を表し、またはやじ、その他

の方法により反意を表してはならないこととなっておりますので、御注意を願います。 

 それでは大塚議員、所信表明をお願いいたします。 

 〔大塚啓史議員登壇〕 

○大塚啓史議員 公明党議員団の大塚啓史でございます。 

 ただいまから議長選挙に臨むに当たり所信表明をさせていただきます。 

 まず初めに、さきの松山市議会議員選挙におきまして御当選されました議員各位に心よりお祝いを申し上

げます。 

 これから共に力を合わせ、市民の皆様の幸せと笑顔あふれる松山市の実現のため、それぞれの立場で全力

を尽くしてまいりたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 私は、これまで４期 16 年にわたり現場第一主義を信条として、市民の皆さんの声を市政へ届けるため全

力で取り組んでまいりました。人口減少、少子高齢化、防災・減災対策、地域経済の活性化をはじめ、子育

て支援、福祉の充実、デジタル社会の充実など、本市を取り巻く課題は、多様化・複雑化しております。こ

うした時代だからこそ、市民に最も身近な存在である地方議員の役割は、ますます重要になっていると強く

感じております。 

 そのような中、私は市民の皆様に信頼される議会、そして市民に開かれた議会の実現を目指し、以下４点

について述べさせていただきます。 

 第１に、市民に開かれた議会改革の推進であります。 

 近年、市民の皆様の政治に対する意識は大きく変化しており、議会に対してもより分かりやすく、透明性

の高い運営が求められております。今回の松山市議会議員選挙の投票率は、前回を 2.16％下回る 37.29％と

なりました。私はこの結果を大変重く受け止めております。政治や議会に対する関心の低下が懸念される

中、市民の皆様に議会活動をより身近に感じていただき、議会が何を議論し、どのように市政に関わってい

るのかを分かりやすく伝えることがこれまで以上に重要であると考えております。私は、市民の皆様に議会

をより身近に感じていただけるよう、議会情報の積極的な発信に努めてまいります。特にＳＮＳや動画配信

などを活用した広報機能の強化を図り、若い世代にも議会活動が伝わる環境づくりを進めてまいります。 

 また、市民との意見交換会や議会報告会などを充実させ、市民の皆様の声を直接お聞きし、市政へしっか

り反映できる議会づくりに取り組んでまいります。 

 議会改革の本質は、市民と議会との距離を縮めることであります。市民に信頼され、開かれた議会を目指

し、さらなる改革に取り組んでまいります。 

 第２に、公平・公正で円滑な議会運営であります。 

 議長は、特定の立場や考え方に偏ることなく、公平・公正な立場で議会運営に当たることが最も重要であ

ると考えております。私は、与・野党や会派の枠を超え、議員一人一人の意見を尊重しながら、活発かつ建

設的な議論が行える環境づくりに努めてまいります。 

 また、円滑な議会運営を心がけるとともに、会派間の連携を大切にし、市民の皆様の期待に応えられる議

会機能のさらなる充実を図ってまいります。 

 議会は、多様な意見を尊重しながら合意形成を図る場であります。だからこそ互いを尊重し合いながら、

議論を深め、松山市のさらなる発展につなげていくことが大切であると考えています。 

 第３に、行政との連携強化であります。 

 二元代表制の下、議会と行政は、それぞれの役割を果たしながら、市政発展のため、切磋琢磨していくこ
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とが重要であります。私は、議会としてチェック機能を果たしながらも、行政との共通の目的に向け、市長

部局との政策連携を進め、迅速な課題解決に取り組んでまいります。 

 また、国、県とのネットワークも活用しながら、本市のさらなる発展につながる施策推進に努めてまいり

ます。 

 加えて、近年頻発する自然災害に加え、災害時における議会と行政との連携体制強化にも取り組んでまい

ります。 

 第４に、次世代につながる議会づくりであります。 

 将来にわたり持続可能な議会運営を進めるためには、若手議員の育成や多様な人材が活用できる環境づく

りが重要であります。今回の松山市議会議員選挙においても、11 人の新たな議員が誕生し、議会の構成も

変化いたしました。経験豊富な議員の知見を継承しながら、新たな視点や発想を積極的に取り入れ、議員同

士が切磋琢磨できる環境づくりに努めてまいります。 

 また、未来を担う若い世代にも、議会や政治を身近に感じていただけるよう、情報発信の充実や主権者教

育への協力などを通じて市民参加の裾野を広げてまいります。 

 未来を見据えた議会改革を進め、市民の皆さんから信頼される議会を次世代へ引き継いでいけるよう全力

で取り組んでまいります。 

 そして、市民福祉の向上と松山市のさらなる発展のため、議員各位と力を合わせ、誠心誠意取り組んでま

いる決意でありますので、何とぞ議員各位の御理解と御支援を賜りますよう心からお願いを申し上げます。 

○白方 仁事務局長 以上で、大塚議員の所信表明は終わりました。 

 以上で、議長選挙に係る所信表明会を終了いたします。 

 

― 午前 10時 21分閉会 ― 

 


